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セール計測マニュアル
ＦＪクラス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００９
財団法人 日本セーリング連盟

ＪＳＡＦ　ＯＤＣ計測委員会
１　はじめに

・セール計測は、セールがクラス規則、ＥＲＳおよびＲＲＳに合致しているかどうかを確認する作業である。

・寸法を正確に測り、事実を記録することである。

・セールが、適用規則に全部、完全に従っていることを確証するまで証明してはならない。

・規則を解釈することは、計測員の仕事ではない。
・ルールの解釈，計測方法、証明書の細目について疑問がある場合は、証明機関（JSAFまたはクラス協会）に意見を求めなければならない。
２　作業するに当たって

・正確な計測器具を用意すること。
・最新のクラス規則、ＥＲＳ、ＲＲＳ、ＩＳＡＦ規定20［広告規定］を持っていること。

・実際の計測値を記録するための、計測書式または計測報告書、あるいは計測証明書の書式を持っていること。

・計測を引き受けるに必要な権限を有していること。

・計測器具等：スチールメジャー（長さ１０ｍ　単位ｍｍ）

　　　　　　　定規（長さ１ｍ　単位ｍｍ）

　　　　　　　曲尺または直角定規

　　　　　　　バテン(柔軟性のあるもの)

　　　　　　　鉛筆、油性マーカー、紙、粘着テープ

　　　　　　　証明用スタンプ、スタンプ台

・計測方法については、“ISAFセール計測ガイド2001-2004”による。

・クラス規則によって必要とされる部分のみ計測する。それ以外を計測する必要はない。
３　計測の手順
・Sail　Measurement　Form（計測書）を用いて、順次、計測事項をチェックし、実測する。
・クラス規則にある用語の定義（特に、計測ポイント）は、正確にERS（クラス規則で規定しているものはクラス規則）に従う。

· 以下の文中、太字の用語はＥＲＳで定義されたものである。
・セールの状態は、ＥＲＳ Ｈ5.1に定められている様な状態にしなければならない。

　・乾燥している

　・スパーまたはリギンに取り付けられていない。平らな面に広げられている。
　・すべてのバテンは取り外されている。

　・どんな形のポケットでも平らにする。

　・計測線を横切っているしわを取り除くだめにちょうどいい張力をかける。

・一度に一カ所だけの計測を行う。

· 各計測項目の計測にあたっては、
1 最初に計測ポイントを決める（マークする）。

その際、各計測ポイントは、しばしばセール上にはない架空の点なので、セールの下に紙を当てて、粘着テープでとめ、セールの延長を作り、その紙上にポイントをマークするとよい。

ポイントを出すには、定規やバテンを当てて延長線を作り、その交点を求める。

②　次に、計測線に沿ってフラットになるように伸ばして、置く。

③　しわを取り除くのにちょうどよいテンションをかけた状態で、メジャーをあてる。

全ての長さは、定義されているとおりに直線距離として計測する。

4 計測書に、実際の計測値あるいは、判定（YES/NO）を記入する。
5 すべての計測項目が規定通りであることを確認して、証明する。

証明は、証明マークを付けるか、サインする。

規定通りでない箇所があれば、オーナーにその部分を示し、証明できないことを告げる。
（1） メインセール
①　構造：(クラス規則　Ｇ４　Ｇ５．１)のチェック
(a) セールはすべてソフト･セールであること
(b) セールのバテン・ポケットは３つより多くあってはならない。

(c) ダブル・ラフのセールは禁止される。

(d) ルーズフットのセールは禁止される。

(e) ヘッドの後方の点と上部バテン・ポケットの間、隣接するバテン・ポケットの間、および

下部バテン・ポケットとクリューの点の間で、リーチは凸状であってはならない。

2 実測：(クラス規則　Ｇ５．2)
1） リーチの長さ
　まず、ヘッドの点とクリューの点を決める。
その計測ポイントにメジャーをあてて、２点間の距離を計測する。
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2） ２分の１幅
まず、ヘッドの点とクリューの点を重ね合わせた状態で、セールを半分に折りたたみ、できた半分のリーチに同じテンションをかけて伸ばし、折目とリーチの交点である２分の１リーチの点を求める。
次に、セールを広げて、２分の１リーチの点にメジャーの０点をあて、セールを横切って、振り動かし、ボルトロープを含めてラフまでの最短直線距離を測る。

へこみが、計測点の近く‐例えば2分の1のリーチの点の端でセールの縁上‐に存在する場合には、セールはへこみの部分で平らにし、へこみを直線で結び、計測点から結んだ直線への最短距離を得られた計測値に加える。
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3） ４分の３幅
まず、ヘッドの点と２分の１リーチの点を重ね合わせた状態で、セールを折りたたみ、重なったリーチに同じテンションをかけて伸ばし、折目とリーチの交点である４分の３リーチの点を求める。

次に、セールを広げて、４分の３リーチの点にメジャーの０点をあて、セールを横切って、振り動かし、ボルトロープを含めてラフまでの最短直線距離を測る。
4） 補強のサイズ
　ＦＪ級クラス規則の補強の定義は、全くＥＲＳの定義と異なる。
　セールはソフト・セールでなければならない。セールの本体が折目以外にどのプライも損傷することなく、どの方向にも平らに折りたたむことができるセールであり、片手で折りたたんで、その折目の外径が4mm以内でなければならない。
FJクラスの補強とは、セールを堅くする効果を持つもののことであって、各コーナーから320mm以内であれば許される。
シームの幅より大きい２枚以上のプライの重ねはすべて補強であるが、堅くするために接着剤でかためたり、密なステッチで固めるなどしていなければ、すべて許される。
5） ヘッドボードの幅
この項目は、ＥＲＳには定義されていない。

ラフの線に垂直に曲尺をあて、ヘッドボードの幅を計測する。

　

6） トップの幅
　まず、ヘッドの後方の点を求める。リーチまたはリーチを延長した線と、ラフに対して直角にヘッドの点を通る線との交点である。ラフに曲尺をあてて垂線を作り、リーチとの交点を求めるとよい。
次に、ヘッドの点とヘッドの後方の点にメジャーを当てて、２点間の距離を計測する。
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7） リーチと下段バテンポケットの中心線との交点から４分の１リーチの点までの距離
この項目は、ＥＲＳには定義されていない。

まず、４分の１リーチの点を求める。クリューの点と２分の１リーチの点を重ね合わせた状態で、セールを折りたたみ、重なったリーチに同じテンションをかけて伸ばし、折目とリーチの交点である。
次に、下段バテンポケットの中心線に沿って定規をあて、リーチとの交点をマークする。この点と４分の１リーチの点間の距離を測る。
　

8） リーチと中段バテンポケットの中心線との交点から２分の１リーチの点までの距離
この項目は、ＥＲＳには定義されていない。

中段バテンポケットの中心線に沿って定規をあて、リーチとの交点をマークする。この点と２分の１リーチの点間の距離を測る。
　

9） リーチと上段バテンポケットの中心線との交点から４分の３リーチの点までの距離
この項目は、ＥＲＳには定義されていない。

上段バテンポケットの中心線に沿って定規をあて、リーチとの交点をマークする。この点と４分の３リーチの点間の距離を測る。

１０）ヘッドの点からラフと上段バテンポケットの中心線との交点までの距離
この項目は、ＥＲＳには定義されていない。

上段バテンポケットの中心線に沿って定規をあて、ラフとの交点をマークする。この点とヘッドのの点間の距離を測る。

１１）バテンポケットの長さ　
　バテンポケットの内側の長さを測る。セールの縁とバテンポケットの内部の最も端との間の、ポケットの中心線に対して平行に測った距離のうちの最大値。ゴムバンドなどのすべてのバテン保持装置や、バテン挿入のための部分的な拡張は無視する。
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１２）バテンポケットの幅

　バテンポケットの内側の幅を測る。バテンポケットの内側の両縁間の、ポケットの中心線に対して90度で測った距離のうちの最大値。バテン挿入のための部分的な拡張は無視する。
１３）クラス記章、国を示す文字およびセール番号

　文字と番号は、大文字、アラビア数字ではっきりと読みやすく、同じ色であることを確認する。
　文字と番号に定規を当てて、高さは、300mm以上、文字の間隔と縁からの距離は、60mm以上離れていることを確認する。

　上から順に、クラス記章“ＦＪ”、国を示す文字、セール番号が付けられ、すべてが、ヘッドの点にメジャーの０点をあて、メジャーを振って、3,156mm以内に収まっていることを確認する。
　文字と番号は、セールの両面に違った高さで、それぞれが、スターボード側が上であることを確認する。ただし、クラス記章“ＦＪ”は、同じ高さでもよい。

１４）セールメーカーのマークまたはロゴ

マークに曲尺または直定規を当てて、一辺150mmの正方形内に収まっていることを確認する。

　タックの点にメジャーの０点をあてて振り、366mm以内に収まっていることを確認する。
両面に一個ずつ付いていてよい。
（2） ヘッドセール

①　構造：(クラスルール　Ｇ４　Ｇ６．１)のチェック
(a) すべてソフト･セールであること

(b) ダブル・ラフのセールは禁止される。

(c) ヘッドの後方の点とクリューの点のまでのリーチは凸状であってはならない。

②　実測：(クラスルール　Ｇ６．2)

１）ラフの長さ
　まず、ヘッドの点とタックの点を決める。

その計測ポイントにメジャーをあてて、２点間の距離を計測する。
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2） リーチの長さ
　まず、ヘッドの点とクリューの点を決める。

その計測ポイントにメジャーをあてて、２点間の距離を計測する。

3） フットの長さ
　まず、クリューの点とタックの点を決める。

その計測ポイントにメジャーをあてて、２点間の距離を計測する。

4） トップの幅
　まず、ヘッドの後方の点を求める。リーチまたはリーチを延長した線と、ラフに対して直角にヘッドの点を通る線との交点である。ラフに曲尺をあてて垂線を作り、リーチとの交点を求めるとよい。

次に、ヘッドの点とヘッドの後方の点にメジャーを当てて、２点間の距離を計測する。

5） フット・メディアン
　まず、フットの中点を求める。タックの点とクリューの点を重ね合わせた状態で、セールを折りたたみ、重なったフットに同じテンションをかけて伸ばし、その折目とフットの交点である。

次に、セールを広げて、しわが伸びるようにテンションをかけ、メジャーをあてて、ヘッドの点とフットの中点との間の距離を求める。
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最初に、タックの点をフットの任意の部分に重ねたときのフットの縁と縁との間の最大距離を測り、次にクリューの点をフットの任意の部分に重ねたときのフットの縁と縁との間の最大距離を測り、大きい方を求める。
７）補強のサイズ
　ＦＪ級クラス規則の補強の定義は、全くＥＲＳの定義と異なる。

　セールはソフト・セールでなければならない。セールの本体が折目以外にどのプライも損傷することなく、どの方向にも平らに折りたたむことができるセールであり、片手で折りたたんで、その折目の外径が4mm以内でなければならない。

FJクラスの補強とは、セールを堅くする効果を持つもののことであって、各コーナーから320mm以内であれば許される。

シームの幅より大きい２枚以上のプライの重ねはすべて補強であるが、堅くするために接着剤でかためたり、密なステッチで固めるなどしていなければ、すべて許される。
８）セールメーカーのマークまたはロゴ

マークに曲尺または直定規を当てて、一辺150mmの正方形内に収まっていることを確認する。

　タックの点にメジャーの０点をあてて振り、300mm以内に収まっていることを確認する。

　両面に一個ずつ付いていてよい。
（３）スピンネーカー 

①　構造：(クラスルール　Ｇ４)のチェック
(a) すべてソフト･セールであること

②　実測：(クラスルール　Ｇ７．１)

１）リーチの長さ
　スピネーカーは対象であるので、リーチとラフはどちらの縁でもよいし、タックとクリューはどちらのコーナーでもよい。
　まず、ヘッドの点と２つのクリューの点を決める。

次に、セールを広げて、しわができないようにテンションをかけ、その計測ポイントにメジャーをあてて、それぞれ２点間の距離を計測する。

2） ２分の１幅
まず、ヘッドの点とクリューの点を重ね合わせた状態で、セールを半分に折りたたみ、できた半分のリーチに同じテンションをかけて伸ばし、折目とリーチの交点である２分の１リーチの点を求める。

次に、同様にして、もう一方の２分の１リーチの点（２分の１ラフの点でもある）を求める。

次に、セールを広げて、２分の１リーチの点と２分の１ラフの点の２点間の距離を測る。

3） フットの長さ
　まず、クリューの点とタックの点を決める。

次に、セールを広げて、しわができないようにテンションをかけ、その計測ポイントにメジャーをあてて、２点間の距離を計測する。

4） フット・メディアン
　まず、フットの中点を求める。タックの点とクリューの点を重ね合わせた状態で、セールを折りたたみ、重なったフットに同じテンションをかけて伸ばし、その折目とフットの交点である。

次に、セールを広げて、しわが伸びるようにテンションをかけ、メジャーをあてて、ヘッドの点とフットの中点との間の距離を求める。
５）補強のサイズ
　ＦＪ級クラス規則の補強の定義は、全くＥＲＳの定義と異なる。

　セールはソフト・セールでなければならない。セールの本体が折目以外にどのプライも損傷することなく、どの方向にも平らに折りたたむことができるセールであり、片手で折りたたんで、その折目の外径が4mm以内でなければならない。

FJクラスの補強とは、セールを堅くする効果を持つもののことであって、各コーナーから320mm以内であれば許される。

シームの幅より大きい２枚以上のプライの重ねはすべて補強であるが、堅くするために接着剤でかためたり、密なステッチで固めるなどしていなければ、すべて許される。
６）国を示す文字およびセール番号

　文字と番号は、大文字、アラビア数字ではっきりと読みやすく、同じ色であることを確認する。

　文字と番号に定規を当てて、高さは、300mm以上、文字の間隔と縁からの距離は、60mm以上離れていることを確認する。

　国を示す文字がセール番号の上にあり、すべてが、ヘッドの点にメジャーの０点をあて、メジャーを振って、半径1､680mmの円の下で、かつ、半径2,520mmの上に収まっていることを確認する。

　文字と番号は、セールの前面または両面にあることを確認する。

７）セールメーカーのマークまたはロゴ

マークに曲尺または直定規を当てて、一辺150mmの正方形内に収まっていることを確認する。

　場所は限定されない。両面に一個ずつ付いていてよい。
４　証明
　計測書（Sail　Measurement　Form）　に記入することにより、すべての項目について規定をクリアしていることを確認する。すべて完全にクリアしていることを確証するまで、セールの証明をしない。クリアしない項目について、どのように修正するかについては、オーナーの責任であるので、指示することは避ける。
　セールがすべての規則に従っていることを納得した場合には、証明マークを付けるか、サインすることにより、証明することになる。
　証明用のスタンプがJSAFまたはFJ協会により用意されている場合は、それを用いる。ない場合には、サインをし、日付を付ける。メインセールおよびヘッドセールでは、タックの近く、スピネーカーではヘッドの近くに証明する。
　大会限定マークは、クリュー付近に付けるのがよい。
　記入した計測書は、計測員のサインをして、基本計測の場合は、日本ＦＪ協会に送付する。大会計測の場合は、レース委員会へ提出する。
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